
　１　いじめ対策 -

743

　２　不登校児童・生徒対応 -

747

　３　児童虐待防止対策 -

461

467

-

561

小児救急医療体制の整備 575

　５　貧困対策 -

474

537

-

子供の「遊び」の環境整備 454

　７　障害児への支援 -

510

515

519

742

-

465

469

　９　子供の性被害防止 -

459

746

752

786

-

子供の事故予防の推進 458

　11　多様な学びの機会の創出 -

学校外における多様な学び・居場所への支援 451

アントレプレナーシップ教育の推進 628

644

教育のデジタル化の推進に向けた支援 759

　12　外国につながりのある子供に対する教育の充実 -

756

757

757

758

日本語指導が必要な児童・生徒の実態の把握 758

-

学校内外における多様な体験活動創出への支援 453

-

デジタルの力を活用した子供政策の推進 460

　15　ライフステージを通じた切れ目ない子育て支援 -

-

子供・子育て支援における施策の充実 433

多様な保育ニーズに対応するための支援の充実 440

多様な保育サービスの充実 442

学童クラブの設置促進 447

未就園児の定期的な預かり制度の構築 456

幼児教育・保育の充実 457

先天性代謝異常等検査の対象疾患の拡大 477

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援 478

５歳児健康診査の推進 479

医療保険制度の拡充 502

国民健康保険制度の見直し等 503

子ども・子育て支援新制度施行後における幼児教育の質の確保 725

-

高等学校等就学支援金制度の見直しによる授業料無償化の実現 729

私立高等学校等の授業料の無償化等 731

高等教育に係る経済負担の軽減 734

学校給食費の無償化 736

高等学校における教育のあり方について 766

公立学校の教職員定数の充実 738

-

公務員の育児短時間勤務及び部分休業の対象となる子の年齢の拡大 50

企業が取り組む次世代育成支援の推進 448

働き方改革の推進 657

テレワークの推進 660

非正規労働者の待遇改善に向けた支援の強化 665

職場における女性の活躍を推進する雇用就業施策 672

いわゆる「年収の壁」等への対応 674

フリーランスが安心して働ける環境の整備に向けた支援の充実 708

若者の社会的自立を支援する施策の拡充 724

就労環境・職場環境

障害者・障害児の支援に関する法制度

社会的養護施策の充実

民間事業者による日本版ＤＢＳの活用

子育て

　13　子供の未来を育む「体験活動」の推進

　14　子供一人ひとりに寄り添い可能性を広げるDXの促進

日本語指導が必要な児童・生徒に向けた指導用教材の開発・作成

教育

児童に関する相談支援機能の強化

文化政策の推進

　10　子供を事故から守る環境づくり

日本語指導が必要な児童・生徒への指導体制の構築

教員以外の人材の活用への支援

外国人の子供の就学促進に対する支援

　８　社会的養育

社会的養育推進計画に基づく取組の促進のための対応

教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律の運用等

児童ポルノの自画撮り被害をはじめＳＮＳの利用に起因する性被害等から青少年を守る施策の充実

子供・女性等の被害防止に向けた対策の強化

ひとり親家庭の自立支援策の推進

生活困窮者自立支援制度の充実

障害福祉サービス基盤整備

障害者の地域生活の実現のための報酬の改善

特別支援学校の養護教諭等の定数改善

　子供は大いなる可能性を秘めた、かけがえのない存在である。一方で、一貫して増加を続ける不登校の児童・生徒をはじめ、いじめの認知
件数の増加、深刻化する児童虐待など、子供を取り巻く環境は一層厳しさを増している。これら山積する課題に対しては、常に子供の最善の
利益を第一に考え、子供一人ひとりに寄り添うきめ細かな政策を展開し、社会全体で子供へのサポートを強化することが重要である。そのた
めには、地方公共団体が地域の実情を踏まえた施策を推進できるよう、国による支援が不可欠である。
　また、日本の少子化は予想をはるかに超える速さ で進行している。令和６年の出生数（概数）は、９年連続の減少で68.6万人となり、令
和４年に出生数が80万人を割り込んでから、わずか２年で統計開始以来初めて70万人を下回ることとなった 。少子化の要因は複合的であ
り、何か一つの手立てを講じれば解決するものではない。多様な価値観や考え方を尊重しながら、社会全体で少子化対策を推進し、望む人が
安心して子供を産み育てることができる社会を実現するためには、国としてより踏み込んだ対策の充実と迅速な対応が不可欠である。
　そのため、以下の事項を要求する。

２　要求事項

項目
番号

対応頁
要求事項

１　子供政策及び少子化対策について

　６　子供の笑顔につながる「遊び」の推進

　４　医療支援

がん対策の充実

子供政策及び少子化対策に関する要求事項について

いじめ問題等に対する取組の充実

教育支援センターの機能強化、学びの多様化学校の拡充等

児童相談体制の一貫した充実強化
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